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短時間間合いにおける大型クレーンを用いた線路上空桁架設工事について

東日本旅客鉄道株式会社 正会員 ○渡邉 一樹

１．はじめに

首都圏中央連絡自動車道（圏央道）と東名高速道路の

乗り継ぎとなる海老名 JCT は、相模線（社家―厚木駅

間）の線路上空に計画されており、ランプ橋は相模線と

６箇所で交差する。

相模線上空でのランプ橋架設工事は、線路閉鎖時間内

の短時間施工であるため、事前作業や作業内容等を工夫

して、線路上空での作業を出来る限り軽減させた。

今回は、平成２０年度に行なった大型クレーンを用い

た桁架設工事（Ｂ・Ｃランプ橋）の施工手順および方法

について報告する。

２．施工手順・施工条件

（１）事前作業

相模線上空のランプ橋桁架設について、桁架設当日は

作業時間が限られており、当日のリスクを極力軽減する

ために、事前にクレーンの組立、照明設備配置および桁

の試し吊り等を行なった。また、架設付近の地盤が軟弱

でありクレーン転倒の危険があるため、大型クレーンの

配置位置については地盤改良を行なった。桁架設当日は

架設作業のみとした。

（２）施工条件

①線路閉鎖間合い

線路付近に桁を移動させる際に、桁が線路内に進入し

てきた場合には、列車運転手が危険と判断し列車を止め

てしまい列車遅延が発生する可能性がある。そのため、

安全を考慮した上で、線路に列車が通らない時間（線路

閉鎖時間）に作業を行なうこととした。

②き電停止間合い

電気設備に電気が流れている状態では、線路上空に桁

を移動させた場合、介錯ロープ等が電気設備に触れて、

感電事故が発生してしまう可能性がある。危険防止のた

めに、電気を止めた状態（き電停止）としてから桁架設

を行なうこことした。

③列車走行時までの桁の固定

桁架設後は地震や風の影響等で桁の落下を防ぐために、

桁をベント設備にラッシングした状態として、桁の安定

を図ることとした。

（３）サイクルタイム

（２）の条件を考慮し、当日のサイクルタイムを作成

した。（図２）線路閉鎖着手前は、準備・点検および玉掛

け・地切等の作業までを行った。線路閉鎖着手後、クレ

ーンによる桁の巻上げを行い線路付近に桁を移動した。

その後、き電停止着手後、クレーンを旋回させ、線路上

空に桁を架設し、架設後は桁とベントのラッシングおよ

び玉掛け開放の作業を行なった。

３－１．桁架設工事内容（Ｂランプ橋）

実際にＢランプ橋桁架設を行った際の工事内容・注意
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点を下記に記載する。

桁形式：鋼 8径間連続合成開断面箱桁橋

橋長 ：J20～J22：24.8m

重量 ：111.6t（G1:28.6t G2:27.9t G3+G4:55.1t）

重機 ：550tクレーン

・B ランプ橋は、道路が分岐する箇所であり、主桁数が

3主から 4主へ変化する。（図３・図４）そのため、桁重

量が 111.6t と重量化することから、断面変化のある

（G3+G4）、（G1）、（G2）と 3分割して架設した。

・施工は、まず最も安定する中央の桁（G3+G4）を架設

し、後日、両脇桁（G1）および（G2）の架設を行う

ことで、架設後の桁の安定を図った。

・ランプ橋自体が曲線であり、かつ断面の変化が大きい

ため、架設時の桁のバランス調整が重要となる。夜間

架設作業前に試し吊りでバランス調整作業を行ない、

時間短縮を図った。

・主桁間の足場および検査路の機能を果たす足場兼用検

査路は本設構造物とし、Ｇ１とＧ３の架設時に主桁に

添加させ一括で架設した。また、架設後に高欄コンク

リートを打ち込む際の型枠となる鋼製型枠および線路

上空への落下物を防ぐための工事用落下物防止柵につ

いても、架設後の線路上空での作業を軽減させるため

に事前に桁へ取り付けた。（写真 1）

３－２．桁架設工事内容（Ｃランプ橋）

次にＣランプ橋桁架設を行った際の工事内容・注意点

を下記に記載する。写真２に橋桁架設後の状況示す。

桁形式：鋼 2径間連続合成開断面箱桁橋

橋長 ：J4～J6：21.1m

重量 ：47.4t（施工範囲総重量）

重機 ：550ｔクレーン

・C ランプ橋の施工は桁重量とクレーンの吊能力を勘案

し、一括架設とした。

・C ランプ橋は相模線のレールレベルより 8.4m 上空に

架設予定であり、当社設備のき電線との離隔が小さい

ことから、予めき電線を下方に移設した。

・工事用落下物防止柵等の設置および試し吊り等につい

ては、Bランプ橋工事と同様に行った。

４．おわりに

今回の大型クレーンを用いた線路上空桁架設工事は、

線路閉鎖かつき電停止着手後から施工という短時間での

工事であった。当日のリスクを極力軽減するために、線

路上空作業を見直し、さまざまな事前準備作業を実施す

ることで当日の作業を必要最小限とすることができた。

その結果、当日の桁架設工事はトラブルの発生も無く工

事を行うことが出来た。
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写真２  C ランプ橋架設後状況

写真１ B ランプ橋Ｇ２架設状況
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図４ Ｂランプ橋断面図
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